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研究成果の概要（和文）：本研究では，組織やチームを組んで行う意思決定過程を分析するた

め、簡単なモデルを構築し実験を行った．本研究を通じて解明された主要な事項は以下の通り

：1.中国で行なった学生被験者による市場取引実験において沿岸部出身者の方が内陸部出身者

に比べて組織を組んで利得を得ることに長けていた．2.日本の多国籍企業の海外進出は他社を

模倣する傾向の表れであった．3.コンピュータ上に設定した仮想的な証券市場の取引実験にお

いて企業の情報を「中程度」持つ被験者の利得が最低になる傾向が観察された．4.ビジネスゲ

ームを独自に設計し教材に用いたところ，学部の学生もＭＢＡコースの学生も熱心に授業に参

加し学習効果も向上した． 

研究成果の概要（英文）：We constructed simple models and conducted experiments to 

analyze decision-making processes among teams and organizations. Our main findings 

are as follows:1. A market experiment in China showed that increasing group size from 

one-person to two-person strengthened the bargaining power of subjects from coastal 

areas but weakened that of subjects from inland areas; 2. Japanese multinational 

corporations tended to imitate actions of their competitors in the foreign market entry; 

3. An online experiment of virtual stock market revealed that subjects with an 

intermediate amount of information about firms tended to earn lower payoffs than 

those less informed and those more informed; 4. Business Games originally designed 

inspired undergraduates and MBA students to attend and understand classes better. 
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１． 研究開始当初の背景 

企業組織の行動に関する科学的な研究
として，個人と組織の意思決定過程の
相互依存構造を理論と実験で解明する
ことを目的とした．この研究は，経済
学･経営学・会計学の学際領域に位置づ
けられるが，本研究は「組織」という
経営学・会計学寄りの問題意識をモデ
ルやビジネスゲームという経済学寄り
の手法で解答することを特色とした．
企業の意思決定の構造の本質をより的
確に把握するために，経済的合理性を
基礎とする理論に加え心理状況にも注
目した総合的な研究を行なうべく，本
研究では注目する要素が異なる多様な
組織の理論モデルの構築とその検証用
の実験の設計を行い，できれば大学の
授業にも役立つ実験を考案したいと本
研究を計画した． 

 
２． 研究の目的 

企業組織の意思決定は経済的な合理性
（つまり、得か損か）という基準だけ
でなく、社会的な合理性（たとえば、
集団での妥協や他者の模倣）による背
景にも大きく影響される．そこで企業
組織競争のいくつかの現象についての
社会的な合理性による意思決定の傾向
の発見と、経済的な合理性と社会的な
合理性の説明力の大きさを比較するこ
とを第一の目的とした．また，会計情
報公開が証券市場の価格形成には取引
する人間の心理的・行動的背景が影響
する．特に会計情報公開時の情報の特
徴によって証券価格形成がどう変化す
るか、情報を受け取る投資家の情報保
有量が市場でどのような位置にあるか
によって価格形成がどう変化するかを
分析することを第二の目的とした．さ
らに，ビジネス・ゲームが経営マネジ
メント教育における意思決定行動を実
践して学ぶため「経営の実験」が生か
されているユニークな教育手法である
ことに注目した．常に臨場感および現
実感を維持したゲームエンジンおよび
演習運用形式を設計し、実際での授業
をはじめ、多様な訓練機会において活
用し，その記録を残して現場での運用
の方法論を蓄積することを第三の目的
とした． 

 
３． 研究の方法 

（下村，磯辺）競争における組織の意
思決定が個人の意思決定とどのように
異なるかを，被験者を用いた相対取引
実験と多国籍企業へのアンケート調査

により研究した．相対取引実験は，被
験者の背景の相違が組織行動の相違に
反映するかを上海交通大学と共同で同
大学の学生を被験者として実施した．
アンケート調査は，企業の来期の業績
予測，海外進出先の決定，出資比率の
決定などをデータとして収集し統計的
実証を行った．（山地，後藤）仮想証券
市場をネットワークでつながった複数
のコンピュータ上で形成し、情報をさ
まざまにコントロールしてその結果生
ずる証券価格のゆがみを検出した．さ
らにそうしたゆがみが生じる意思決定
を行っている際の脳内反応を、ｆMRI実
験を用いて検出した．（小笠原）仮想的
な経営の状態で，学生が戦略をどのよ
うに協議で示し，事後的対応にもどの
ようにそなえるかという実験を授業に
取り入れ，実践演習を通じてパターン
化しデータを蓄積した．実践演習には1
学期の授業回数の約半分をあてた．  

 
４． 研究成果 

（下村，磯辺）上海交通大学と共同で
行った中国人学生被験者による相対取
引実験においては，採取したデータを
分析した結果沿岸部出身者の方が内陸
部出身者に比べて組織を組んで利得を
高めることに長けている傾向が観察さ
れた．また，多国籍企業の進出先，出
資比率，撤退行動などに関する意思決
定は，進出先国の政策変更に伴う対応
，市場規模の拡張や企業成長を目的と
する経済的合理性よりも，他社の模倣
と進出先国に対する正当性といった社
会的合理性に大きく左右されることが
明らかになった．（山地，後藤）仮想的
な証券取引実験により，情報公開時の
情報のゆがみあるいは公開のタイミン
グによって証券の価格形成がゆがむ現
象が観察された．また情報公開によっ
て情報を追加的に受け取っても，市場
での情報保有量の相互関係しだいで，
却って不安感が増大して価格形成がゆ
がむことも観察された．情報をゆがめ
る経営者の心理的特徴として「共感性
」が作用していること，自身の利益を
度外視して他者に罰則を与える者が存
在すると経営者は公開情報をゆがめな
くなる可能性が高くなることも観察さ
れた． 
（小笠原）きわめて教育効果の高いビ
ジネス・ゲーム演習の授業形式と運用
マニュアルが多くの実践例をもとにし
た網羅的記録により作成できた．情報
をやりとりするだけのゲームによる経



営演習および集合型研修（組織，グル
ープ化を伴う形式）による演習につい
て，それぞれの可能性と限界に基づく
機能別の分担や棲み分けが明確になっ
たことにより，今後のゲームエンジン
および授業設計の為の明確な指針が形
成できた． 
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